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案内

足立香代子 1 日公開講座
日時：12 月 1 日（日）10：00 〜 16：00
場所：難波御堂筋ホール（7 階ホール）（大
阪府大阪市）
テーマ：基礎から分かる！　今さら聞け
ない栄養指導のコツと検査値の読み方
プログラム：成果を上げる食後高血糖対
策！　現場で生かすカーボカウントの実
践ポイント／基礎から分かる！　今さら
聞けない栄養指導のコツと検査値の読み
方／血管年齢と LTP および食事の摂り
方
定員：150 名
参加費：1 万 500 円
申し込み：往復ハガキまたは FAX，E─
mail に，①開催日，②住所，③氏名，④
電話／ FAX 番号，⑤勤務先（電話番号），
⑥メールアドレスを記入のうえ下記事務
局まで
申し込み・問い合わせ先：NHK 文化セ
ンター「足立香代子 1 日公開講座」事務局

（井上，北川）
〒 102─0083　東京都千代田区麹町 3─7　
ピーアールコンビナート内
TEL：03─3264─5020
FAX：03─3263─5623
E─mail：adachi-seminar@prk.co.jp

案内

JRC―NQR 
第 60 回研究会
日時：12 月 20 日（金）18：30 ～ 20：30
会場：日本赤十字看護大学 206 教室（東
京都渋谷区）
テーマ：サンデロウスキー質的研究論の
キーコンセプト：第一部「サンデロウス
キー論文に学ぶ 10 のキーコンセプト」谷
津裕子（日本赤十字看護大学），第二部「研
究における『美』について」江藤裕之（東北
大学大学院国際文化研究科）
講師：江藤裕之（東北大学大学院国際文
化研究科），谷津裕子（日本赤十字看護大
学）
定員：50 名程度
申し込み：ホームページの「次回のお知
らせ」にある「参加申し込みフォーム」に
て http://jrcnqr.umin.jp/next.html
問い合わせ：同ホームページ「通信欄」にて

E─mail：jrc.nqr@gmail.com
http://jrcnqr.umin.jp/

案内

東邦看護学会 
第 13 回学術集会
日時：12 月 21 日（土）9：00 開場
会場：東邦大学看護学部（東京都大田区）
テーマ：今，もとめられる看護の力とは
プログラム：会長講演／一般演題発表／
特別講演「摂食・嚥下のメカニズムをふ
まえた援助の再考」鎌倉やよい（愛知県立
看護大学）／シンポジウム「多職種と共に
考える摂食・嚥下支援の現状と展望」芳
村直美（東名厚木病院摂食嚥下療法部主
任看護師），関谷秀樹（東邦大学医療セン
ター大森病院口腔外科医師），石間恵美

（東邦大学医療センター大橋病院摂食・
嚥下認定看護師），治田寛之（東邦大学医
療センター佐倉病院言語聴覚士）
参加費：7000 円
連絡先：事務局
〒 143─0015　東京都大田区大森西 4─
16─20　東邦看護学会
FAX：03─3766─3914
E─mail：tan13@med.toho-u.ac.jp
http://www.n-gakai.toho-u.ac.jp/13th/in-
dex.html

案内

神経難病訪問看護研修会 
─病態生理から看護の 
実践を学ぶ
日 時：2014 年 1 月 18 日（ 土 ）10：00 〜
17：00
会場：大阪介護支援専門員協会会議室

（大阪府大阪市）
プログラム：「疾患の理解と在宅療養支
援のポイント」國本雅也（くにもとライフ
サポートクリニック院長）／「難病におけ
る訪問看護の実際」宮近郁子（田園調布医
師会立訪問看護ステーション統括所長）
対象：訪問看護ステーション管理者・従
事者
定員：約 100 名
参加費：会員 6000 円，非会員 1 万 8000
円
申し込み：ホームページにある申込書を
FAX または電話にて

問い合わせ：全国訪問看護事業協会
TEL：03─3351─5898
FAX：03─3351─5938
http://www.zenhokan.or.jp/

案内

緩和ケア訪問看護師 
教育プログラム
1．石巻会場（講義）
日 時：2014 年 1 月 25 日（ 土 ）9：00 〜
17：00
会場：石巻市医師会（宮城県石巻市）
2．東京会場（講義）
日時：2014 年 2 月 1 日（土）9：00 〜 17：
00
会場：聖路加看護大学 2 号館 1 階，看護
実践開発研究センター（東京都中央区）
3．実習（講義受講者のうち希望者のみ）
期間：2014 年 2 月 17 日（月）〜 21 日（金）
会場：各地の緩和ケア訪問看護ステー
ション（北海道札幌市，東京都小平市，
東京都墨田区，奈良県奈良市，愛媛県松
山市）
定員：15 名（講義受講者に限る）
受講料：無料（交通費，宿泊費は自己負
担）
申し込み：氏名，所属，電話番号，E メー
ルアドレス，実習希望場所，受講動機を
12 月末までにメールまたは FAX にて
申し込み・問い合わせ先：緩和ケア訪問
看護ステーション（PCNS）連絡会事務局
TEL：03─5669─8302
FAX：03─5669─8310
E─mail：kango@pallium.co.jp

案内

平成 25 年度千葉県在宅
がん緩和ケアフォーラム
日 時：2014 年 2 月 16 日（ 日 ）13：00 〜
16：30
会場：千葉市文化センター 3 階アート
ホール（千葉県千葉市）
テーマ：がんになっても，住み慣れた地
域で安心して過ごせるように
プログラム：基調講演「家で死ぬとうい
こと」山崎章郎（ケアタウン小平クリニッ
ク院長）／パネルディスカッション「がん
になっても，住み慣れた地域で安心して
過ごせるように」澤口佳粋美（千葉県がん
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センターサポーティブケア室副師長），三
嶋泰之（さくら風の村訪問診療所院長），
木所律子（訪問看護ステーション「いち
ご」管理者），眞鍋知史（玉造眞鍋薬局薬
剤師），永島芳江（コープみらい千葉介護
センターケアマネジャー），患者家族（在
宅緩和ケア体験者）
定員：450 人（先着順）
申し込み：〒住所，申込代表者名，参加
人数，職業（所属），FAX 番号を，FAX
または E メールで事務局まで，2014 年 2
月 5 日必着
詳細：ホームページ参照
問い合わせ：千葉県在宅緩和ケア支援セ
ンター（千葉県がんセンター内）
TEL：043─264─5465（平日 9：00 〜 15：
30）
http://www.chibazaitaku.jp/
申し込み先：事務局（NPO 法人ピュア
内）
TEL：070─5554─3734（火・金のみ）
FAX：020─4664─1536
E─mail：kanwaforum@gmail.com
http://www.npo-pure.npo-jp.net/

案内

第 31 回日本東方医学会
日 時：2014 年 2 月 23 日（ 日 ）10：00 〜
16：20
会場：東京国際フォーラムホール D5（東
京都千代田区）
テーマ：腸と健康
プログラム：一般口演 10 題／会頭講演

「漢方はなぜ効くか？　どう効くか？」田
代眞一（病態科学研究所所長）／シンポジ
ウム「入れ物と中身〜腸管免疫と腸内細
菌」山田陽城（北里大学名誉教授）・伊藤
喜久治（元東京大学大学院農学生命科学
科教授）・新井信（東海大学医学部准教
授）
参加費：会員 5000 円，非会員 6000 円，
学生 1000 円
※平成 25 年度入会者は無料
申し込み：事務局（小川）
〒 100─0006　東京都千代田区有楽町 1─
9─1　日比谷サンケイビル 3F
TEL：03─5220─1225
FAX：03─5220─1241
E─mail：gakkai@jptoho.or.jp

案内・演題募集

第 23 回日本創傷・ 
オストミー・失禁管理 
学会学術集会
日時：2014 年 5 月 16 日（金）・17 日（土）
会場：大宮ソニックシティ（埼玉県さい
たま市）
テーマ：在宅から病院へ病院から在宅へ
WOC 領域のシームレスケアの構築
プログラム（特別講演）：「在宅から病院
へ病院から在宅へシームレスケアを提供
するために病院看護師に期待すること─
訪問看護師の視点から」秋山正子（ケアー
ズ白十字訪問看護ステーション代表取締
役・統括所長）／「地域包括ケアの時代に
われわれが考えなければならないことは
何か」井部俊子（聖路加看護大学学長）／

「退院支援入院時スクリーニングの導入
在宅を視野に入れた入院医療のあり方を
考える（仮）」濵野淳（筑波大学附属病院地
域医療連携・患者相談支援センター総合
診療グループ・緩和ケアセンター）

【演題募集】
募集期間：12 月 3 日（火）〜 2014 年 1 月
31 日（金）
事務局：埼玉医科大学病院褥瘡対策室

（松岡，美木）
運営事務局：㈱コンベックス内
〒 106─0041　東京都港区麻布台 2─3─
22　一乗寺ビル
TEL：03─3589─4422
FAX：03─3589─3974
E─mail：jwocm23@convex.co.jp
http://jwocm23.umin.jp

案内・演題募集

第 35 回国際ヒューマン
ケアリング学会学術集会
日時：2014 年 5 月 24 日（土）〜 28 日（水）
会場：国立京都国際会館（京都府京都市）
テーマ：ケアリングの普遍性
プログラム：キーノート講演「Helping 
Families Heal : One Nurse at a Time」
ジャニス・M・ベル（Associate Professor 
Emeritus, University of Calgary，Edi-
tor, Journal of Family Nursing），「Uni-
versality of Human Caring in Our 
World」ジーン・ワトソン（Founder／Di-
rector Watson Caring Science Institute，

Distinguished Professor and Dean 
Emerita University of Colorado）／エン
ドノート講演「Affirming the Universali-
ty of Caring in Nursing」ロッツアーノ・
C・ロクシン（Professor of Nursing, Flor-
ida Atlantic University）

【演題募集】
最終締切：2014 年 1 月 31 日（金）

【同時開催】
トランス文化看護とケアリング分科会
日時：2014 年 5 月 24 日（土）・25 日（日）
会場：国立京都国際会館（京都府京都市）
テーマ：東西のトランス文化看護学
詳細：

〈 学 術 集 会 〉http://www.humancaring.
jp/35iahcc/

〈分科会〉http://www.humancaring.org/

募集

聖路加看護大学看護実践
開発研究センター 
2014 年度認定看護師教育
課程研修生募集（2 次募集）
教 育 期 間：2014 年 6 月 1 日〜 2015 年 2
月 28 日（9 か月間）

（毎週金・土を中心に開講。ただし共通
科目と実習は月〜土曜日）
募集コース：不妊症看護，がん化学療法
看護，訪問看護
学費：入学金 10 万円，授業料 80 万円（実
習費含む）
出願期間：2014 年 1 月 20 日（月）〜 31 日

（金）消印有効
検定料：5 万円
試験日：2014 年 3 月 1 日（土）筆記試験
9：00 〜 13：00，面接試験 13：00 〜
合格発表：2014 年 3 月 7 日（金）14：00
募集要項および出願書類：ホームページ
よりダウンロード
問い合わせ：聖路加看護大学看護実践開
発研究センター認定看護師教育課程事務
係
〒 104─0045　東京都中央区築地 3─8─5
TEL：03─6226─6388
E─mail：rcdnp-cen@slcn.ac.jp
http://rcdnp.slcn.ac.jp/nintei
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助成

木村看護教育振興財団 
平成 26 年度助成事業
Ⅰ．海外看護研修助成 
研修先：メイヨークリニック（米国ミネソ
タ州）
応募資格：①日本在住の看護師，助産師，
保健師いずれかの有資格者。②看護実務
経験が 5 年以上あり，現在臨床現場に従
事している者。③心身共に健康で，原則
として 50 歳以下であること。④関係所
属長の推薦があること。⑤ TOEIC600 点
以上又は TOEFL（CBT173 点以上，IBT61
点以上）を持っていること
※①～⑤のいずれにも該当する者
人員：10 名
期間：2014 年 9 月下旬から渡航日数を含
めて約 3 週間
助成範囲：研修費，宿泊費，成田発着の
往復渡航費
申込締切：2014 年 1 月 31 日（金）必着
詳細：問い合わせ

Ⅱ．看護研究助成 
助成対象：看護の質的発展・充実が期待
できる先駆的研究で，療養環境にかかわ
る研究など，臨床の役に立つ未発表のも
のに限る。共同研究歓迎。（助成の分野：
基礎看護・成人看護・老年看護・小児看
護・母性看護・精神看護・地域看護・在
宅看護・看護管理・看護教育・その他）
応募資格：①日本在住の看護職者で臨
床・地域看護に従事している個人，また
は前者を共同研究者に含むチーム。②倫
理的に許される研究であること。③関係
所属長の許可・推薦があること。④研究
成果は学会発表すること
助成金額：1 件につき 100 万円を限度
申込締切：2014 年 1 月 31 日（金）必着
詳細：問い合わせ
Ⅲ．専門看護師（CNS）奨学金助成 
支給対象：看護系大学大学院修士課程専
門看護師教育課程 2 年コースの 2 年次進
級予定者で，①②を満たしている者
①日本看護系大学協議会により専門看護
師教育課程の認定を受けた大学院の当該

課程に在籍中
②臨床あるいは地域看護の分野で専門看
護師認定を受けられる実務経験を満たせ
る者
支給額：年額 60 万円
支給期間：1 年間（4 月から翌年 3 月まで）
支給条件：同課程修了後，専門看護師と
して資格認定を受け，認定された看護専
門分野の現場に 2 年以上就業できること
を確約できる者（支給条件に反した場合
は奨学金の返還を求める）
申込締切：2014 年 1 月 31 日（金）必着
詳細：問い合わせ

【以下共通】
問い合わせ：公益財団法人木村看護教育
振興財団
〒 113─0033　東京都文京区本郷 5─25─
14　本郷竹下ビル 8F
TEL：03─5800─2700
FAX：03─5800─0022
E─mail：kimura-info@nurseed.jp
http://www.nurseed.jp/
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